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⑷　LED 制御装置の種類及び機能は、表 2-4 及び表 2-12 による。

⑸　外光により照度が得られる室は、原則として明るさセンサ制御を行うものとする。

なお、明るさセンサは、照明器具の配置、点滅区分及び外光の進入度合いに応じて配置し、適切な照度

が得られるように考慮する。

⑹　人感センサ制御は、各室の使用用途及び使用形態を考慮し、次による。

①　人感センサにより制御（点滅又は調光）し、かつ、手動（割り込み操作）による制御も可能な方式とする。

②　人感センサは、制御する範囲に応じて、検知しない範囲が生じないように配置する。

③　便所、廊下、ホール、湯沸室等の照明は、人感センサによる点滅又は調光を考慮する。

④　書庫等に人感センサを設ける場合は、通路及び書架ごとに検知するものとする。

⑤　急激な温度変化が予想される場所は、誤動作が生じないか十分な検討を行う。

2-4-4　統合照明制御

⑴　統合照明制御は、スケジュール制御、明るさセンサによる一定照度制御、人感センサによる在／不在調

光制御等により、省エネルギー効果が十分に得られるように検討する。

⑵　統合照明制御を行う場合は、照明監視制御装置を設けるものとし、監視操作装置、伝送装置、分散処理

装置、照明制御器等により構成したものとする。

⑶　照明監視制御装置の制御及び監視項目は、表 2-13 を参考に必要な項目を特記する。

表 2―13　照明の制御及び監視

項　　目 監視及び制御内容

個別制御 個別回路を点滅する。

グループ制御 あらかじめ設定した個別回路をグループ化し、一括で点滅する。

パターン制御 あらかじめ設定した回路の点滅を再現する。

スケジュール制御
あらかじめ設定したタイムスケジュールに従い、個別回路、グループ化又はパターン化した回路

を自動的に点滅又は調光制御する。

明るさセンサによる

一定照度制御
明るさセンサからの信号により、あらかじめ設定した照度に調光制御する。

在／不在調光制御

人感センサ又は微動検知人感センサからの信号により、あらかじめ設定した個別回路を点滅又は

調光制御する。

なお、調光制御に当たっては、緩やかに調光できるものとする。

調光制御 個別回路を調光制御する。

照明器具個別通信制御 有線又は無線通信により、通信機能付照明器具を個別に調光制御する。

調色制御 個別回路を調色制御する。

連動制御 外部機器からの信号により、あらかじめ設定した回路を点滅する。

強制制御 停電、自動火災報知機等の信号により、あらかじめ設定した回路を強制的に点滅又は調光制御する。

個別状態監視 個別回路の点滅を監視する。

グループ状態監視 グループ化した回路の点滅状態を監視する。

パターン状態監視 パターン化した回路の点滅状態を監視する。

調光状態監視 個別回路、グループ化及びパターン化した回路の調光状態を監視する。

管理機能
回路毎の点灯時間及び点灯回数を監視し、あらかじめ設定した値を超えると警報を発することが

できる。

⑷　明るさセンサによる一定照度制御を行う明るさセンサについては、分散処理装置等へ信号が出力できる

ものとし、特記する。

⑸　人感センサによる在／不在調光制御を行う人感センサについては、分散処理装置等へ信号が出力できる

ものとし、特記する。

⑹　事務室等で微動検知人感センサによる在／不在調光制御を行う場合は、次による。

①　微動検知人感センサによる調光制御及びスイッチ等による制御が可能なものとする。

②　不在時の調光出力における平均輝度にて明るさ感を評価する場合は、天井面 15 cd/m
2
及び壁面

20 cd/m
2
を満たすことが望ましい。

なお、平均輝度の算出については、2-4-5「輝度計算」による。

LED 制御装置の種類 記号 機能

連続調光形

LX

調光信号により出力を制御し、定格消費電力で点灯する光束と調光

下限値間を連続的に制御するもの。調光下限値は、定格消費電力で

点灯する光束を 100 ％とした場合に 5 ％以下とする。

LZ

調光信号により出力を制御し、定格消費電力で点灯する光束と調光

下限値間を連続的に制御するもの。調光下限値は、定格消費電力で

点灯する光束を 100 ％とした場合に 35 ％以下とする。

初期照度補正形 LJ

定格光束に保守率を乗じた光束以上で点灯を開始し、初期照度補正

期間又は LED モジュール寿命時まで連続的に出力を上げ、ほぼ一

定の光束を保つもの。

一般形 LN 定格消費電力で点灯するもの。

表 2―12　LED制御装置の種類
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　正誤表『建築設備設計基準　令和 3年版』（改定反映版）

正（  部分） 誤（  部分）


